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1.背景                   
Ｒの最大の特徴である学習・予測の機能

を使って、大きなデータベースの中に現れ

るパターンを見出し、R の認識関数を使っ

て分類問題を行ってみたいというのが研究

の背景である。今回はデータとして、漢方

薬の成分データから効能の分類を行った。 
 

2.目的                      5.考察                 
Ｒは、商用Ｓ言語をオープンソース化し

たフリーウェアである。インターフェース

は、Windows のプロンプトのようなコマン

ドラインによる対話的操作で、多彩な統計

処理を行うことができる。今回の研究で、R
の基本的処理を身につけ、漢方薬の成分デ

ータベースより効能を分類することを目的

とする。また Perl によるデータの抽出の技

術も身につける。 
 

3.研究用データ              
 研究用データは、KEGG  DRUG

（http://www.kegg_drug.jp）より、perl を
使って必要なデータをまとめた。予測する

クラスラベルは 
level0（漢方薬剤 or 生薬） 
level1（解表剤、解熱剤、健胃剤 
…29 種類） 
level2（辛温発表剤、辛冷発表剤、止血剤

…37 種類） 
である。 
これに各薬剤ごとの成分を 0 と１で表した。 
 

4.実験内容               
R で分類を行うための識別関数 ksvm に

より、分類を行った。結果の正答率が以下

のようになった。 
Level0…98.4% 
Level1…38.7% 
Level2…34.2% 

  

 クラスが 2 種類の場合は分類の精度が非

常に高いが、クラス数が多い場合は精度が

低くなっているのがわかる。R の識別関数

では本来 2～10 種程度のクラスの分類には

精度が期待できるということがわかった。 
 
6.所感                 
今回 R を使った統計処理を行ってみて、

処理にかけるデータを抽出する行程が重要

だと感じた。 
また、統計処理には大変多くの時間を要

することもわかった。そのため、エラーに

ついても、順次デバッグをしながら対応し

ていくことも学んだ。 
 
7. 総括                 
このような統計処理は、バイオインフォ

マティクスの分野や、言語の解析、ビジネ

スデータ算出などの成果を挙げている。ろ

う。私も今回 R を使った経験をもとに、さ

らに幅広い操作や処理を身につけ、自分の

強みとして使えるようにしていきたいと考

える。 


